AI委員会の設置要綱
※ ［　　］を自社の内容に置き換えてください。条文は一般的な例です。職務権限の規程、リスク管理の規程、既存の委員会の規程と食い違わないように整えてください。既存の会議体にAIの議題を加える場合は、第2条に会議体の名前を書き、必要な条だけを残してお使いください。
第1条 目的
この要綱は、当社のAIの活用を、利点を生かしながらリスクを管理する形で進めるため、［AI委員会］（以下「委員会」といいます）の設置と運営について定めます。
第2条 位置づけ
委員会は［経営会議・取締役会］の下に置き、［四半期］ごとに活動の状況を報告します。
［既存の会議体を生かす場合の例：［リスク管理委員会］が、この要綱に定める委員会の役割を担います。］
第3条 役割
委員会は、次の役割を担います。日々の利用の相談は［相談の窓口］が、利用の促進と案件の整理は［AI推進の担当］が担います。
	役割
	内容

	方針とルールを決める
	AIの利用方針、利用ルール、審査の基準を決め、見直します

	使い方を審査する
	リスクの高い使い方や新しいツールの導入を判断します

	状況を把握し報告する
	活用の広がり、ヒヤリ・ハットや事故の状況をまとめ、経営陣に報告します

	判断を上げる先になる
	部門の間で決まらないことや、現場で判断に迷うことを引き取ります



第4条 構成
委員長は、必要に応じて、委員以外の社員や外部の専門家に出席を求めることができます。
	立場
	担当
	主に見る点

	委員長
	［AI活用に責任を持つ役員］
	経営方針との整合、最終の判断

	委員
	［事業部門の責任者］
	業務での使い方、効果

	委員
	［情報システム・セキュリティの担当］
	ツールの設定、情報の守り方

	委員
	［法務・コンプライアンスの担当］
	契約、個人情報、著作権などの法令

	委員
	［人事の担当］
	社員の働き方、評価、教育

	事務局
	［AI推進の担当］
	案件の整理、記録、ほかの取り組みとの調整



第5条 開催
委員会は［月1回・四半期に1回］開催します。委員長が必要と認めたときは、臨時に開催します。
委員会は委員の［過半数］の出席で成立し、［出席した委員の過半数］で決めます。
毎回の議題には、活用の状況、審査の案件、ヒヤリ・ハットと事故、ルールの見直しを含めます。
第6条 審査の対象と振り分け
事務局は、申請された使い方を、次の基準に沿って振り分けます。
	区分
	対象の例

	セルフチェックで足りるもの
	［例：社内の文書の作成・要約に、会社が認めたツールを使う］

	少人数で判断するもの
	［例：新しいツールの試用、部署の中だけで使う仕組み］

	委員会で審査するもの
	［例：顧客と直接やり取りする使い方、人の評価に関わる使い方、個人データを入力する使い方］



第7条 審査の流れと結果
申請する部門は、使う目的、使うデータ、使うツール、出力の使い道を書いて申請します［申請の書式：AIのリスク評価表］。
委員会は、リスクと対策、残るリスクを受け入れてよいかを判断します。審査は、使い方を止めるための場ではなく、安全に進めるための条件を決める場として運営します。
結果は、承認・条件つきで承認・考え直しを依頼のいずれかとし、理由と条件を申請した部門に伝えます。
第8条 記録
事務局は、議事録と、判断の理由・条件を記録し、［　］年保存します。
第9条 報告
委員長は、委員会の判断と活用の状況を、［四半期］ごとに［経営会議・取締役会］に報告します。重大な事故があったときは、速やかに報告します。
第10条 見直し
この要綱は、［年1回］と、法令や指針の改定、新しいツールの登場などで必要になったときに見直します。
附則
	項目
	内容

	施行日
	［　　年　月　日］

	制定・改定の記録
	［　　年　月　日 制定］



AI-Ready.jp（https://www.ai-ready.jp）のひな形｜自社の状況に合わせてご利用ください




